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市　議　会　の　予　定目　　次
●市政を問う ２～９P

一般質問要旨・予算質疑要旨
　＊掲載の順序は、一般質問は発言順、
　　予算質疑は 50 音順としています。

●議会の話題
・第 2 回かがやく未来子ども議会　　９P 　　

●市議会で行われたこと
・第１回定例会で決めたこと　　　１０Ｐ
・令和８年度予算審査

特別委員会の審査概要　   １０～１１Ｐ
・議案の議決結果 １２Ｐ

●開催時刻は、いずれも午前１０時を予定しています。

開　　催　　日 会　　議　　名
  ５月１３日（水） 市議会本会議「議案審議、議会諸役員選任」

  ６月１７日（水） 市議会本会議（１日目）「一般質問、議案審議」

  ６月１８日（木） 市議会本会議（２日目）「一般質問、議案審議」

  ６月１９日（金） 市議会本会議（予備日）

  ６月２６日（金） 市議会本会議（最終日）「議案審議」

★上記の日程は変更される場合があります。
詳しくは議会事務局（0725-33-1131　内線 2508）まで
お問い合わせください。

  令和 8 年第１回定例会、令和 8 年度予算審査特別委員会が開催されました。
一般質問要旨、予算審査の概要等を掲載しています。

泉大津市議会
ホームページ

「第２回 かがやく未来子ども議会」



問　不登校児童・生徒の５年間の推移を示せ。
答 ( 教育委員会事務局長 )　令和３年度から令和
７年度 (12 月時点 ) の不登校者数は、小学校が 62
名、54 名、70 名、71 名、47 名。中学校が 126 名、
110 名、99 名、103 名、88 名と減少傾向にある。
問　全国的には 12 年連続で増加し、約 35 万人
と過去最多だが、減少要因と傾向を示せ。
答　家庭訪問やケース会議など、個々に応じた支
援を充実したこと、また、令和７年度から小・中
学校全校に非常勤講師を配置し開設した校内教育
支援ルームが安心できる居場所として機能し、新
規不登校者数を抑制できたことが考えられる。
　傾向としては、中学校では半数以上が長期化し
ており、小学校では低学年で増加傾向にある。
問　校内教育支援ルームは複数の指導員の配置が

必要だと思うが、令和８年度で複数配置校を４校
のみとする理由と見解は。
答　複数配置が理想だが、人材確保が課題であり、
国・大阪府の補助金状況を鑑み、段階的に進める。
要望　心が傷ついた子どもは休むことも必要で、
不登校を不安や心配事にさせないことが大切。回
復した後、校内教育支援ルームでいつでも受け止
められるよう、全校での複数配置を要望する。

問　令和８年度から小学校の給食費が無償となっ
たが、不登校など長期欠席の場合の本市の対応は。
答　いつでも学校復帰ができるよう不登校児童も
含めた食数としており、非喫食者への検討予定は
ない。
要望　検討予定はないという残念な答弁であり、
不登校や病気などで長期欠席の場合は、何の恩恵
も受けられない。給食費相当額を生徒に補助する
自治体もあり、国が制度化した以上、義務教育課
程では全児童が保障されるべきで、長期欠席時の
給食費相当額の補助に取り組んでほしい。

市市 政政 問問をを うう

　第 1 回定例会（3 月定例会）では、第 1 回定例会（3 月定例会）では、
3 月４日、５日に一般質問を行いました。3 月４日、５日に一般質問を行いました。
　また、令和８年度予算審査特別委員会を　また、令和８年度予算審査特別委員会を
３月９日から 16 日まで開催し、審査を行いました。３月９日から 16 日まで開催し、審査を行いました。
　各議員および委員が行った質問・質疑から要約して　各議員および委員が行った質問・質疑から要約して
掲載しています。掲載しています。
　各二次元コードから録画放送をご覧いただけます。　各二次元コードから録画放送をご覧いただけます。

一　般　質　問
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森下　巖
（ 日本共産党 ）

 令和８年

 第１回定例会
一般質問
令和８年度

予算質疑

子どもの権利を尊重し、子どもも親も
安心できる不登校対策と支援について

長期欠席時の給食費相当額の補助は



問　短時間預かり事業「ぷっち」について、具体
的な内容や対象年齢、利用時間、利用方法は。
答（健康こども部長）　ファミリーサポートセン
ター事業の一環として新たに開始するもので、こ
れまで提供会員の自宅等での預かりが原則だった
が、市立総合福祉センター内の和室等での預かり
となる。対象は生後３か月から小学校６年生ま
で、利用時間は午前 10 時から午後１時の最大３
時間、利用料金は１時間 700 円。利用方法は、
公式 LINE・電話・メールで利用日の２日前まで
に申し込んでもらい、当日は提供会員・依頼会員・
事務局職員による三者面談の後に預かりを行う。
問　ひとり親家庭への利用料の支援制度は。
答　児童扶養手当を受給している世帯やひとり親
家庭医療証を持つ世帯を対象に、年間 24 時間分

の無料利用券を申請に基づき交付している。また、
兄弟等で利用する場合は、２人目以降の利用料金
を半額とし、多子世帯の経済的支援を図っている。
問　子どもの安全確保のための研修内容や事故防
止対策、緊急時の体制について示せ。
答　提供会員には登録時に、保育士による保育の
基本、消防職員による救急対応、看護師による事
故予防など専門職による講習会を受講してもらっ
ている。また、市として保険にも加入しており、
これまで大きな事故やトラブルは発生していない。
問　子育て世帯の利便性向上のため、アルザタウ
ン泉大津の室内遊園地など、新たな場所での本事
業としての利用可能性について、見解を示せ。
答　施設のルールや安全面等の課題があるため事
業者と協議が必要だが、利用しやすい施設である
ことから、今後ニーズを把握し検討していく。
要望　今後の利用ニーズを
踏まえながら、実施機会や
実施場所の拡充など、さら
なる充実に向け、前向きに
取り組むよう要望する。

一　般　質　問
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問　公園トイレの環境整備について市の見解は。
答　公園トイレについては、誰もが安心して利用
できる環境を整えるべきと考えている。
問　今回の質問は、現状を否定するものではなく、
市民が安全で安心して利用できる環境を維持向上
させていくため、未来志向の観点から行う。
  本市では、トイレの老朽度をどのような基準で
評価し、改修の優先順位を決めているのか示せ。
答　公園トイレの老朽度等に関する評価は、泉大
津市都市公園施設長寿命化計画を策定しており、
その中の健全度調査として実施している。
  また、改修の優先度は、健全度調査結果や公園
規模、利用状況に加え、公園リニューアルの時期
なども踏まえ、決定している。
問　市民が和式男性用大便器を利用した際、手す

りがなく、立ち上がりに大変苦労したと聞いた。
  高齢者の中には足腰の状態により和式トイレの
利用が困難な人もおり、安全面や利便性の観点か
ら、手すりの設置や洋式トイレ化への改修を求め
る市民の声があるが、手すり設置や洋式化につい
て本市の見解は。
答　手すりの設置は、無人であるため、いたずら
や破壊行為等で維持管理が難しく、設備等は必要
最小限としたいが、誰もが快適に利用できる環境
づくりのため、設置を検討していきたい。
　また、洋式化はトイレ改修時に実施しているが、
非接触という観点等から和式トイレを要望される
声も一定あり、残している場合もある。
意見・要望　私が市内公園トイレを現地調査した
際、公園トイレの利用に対する感じ方には、男性・
女性・子ども・保護者で大きな違いがあった。
　誰もが安心して利用で
きる公園トイレの環境を
実現するため、安全・安
心を最優先とした前向き
な検討を強く要望する。

岡本　笑明
（ 大阪維新の会 ）

施政方針に掲げる子どもと家庭を
                    守る取り組みについて

井上　信久
（ 市民未来の会 ）

泉大津市内にある
              公園トイレの整備について



一　般　質　問
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問　これまで災害時における備蓄物資の保管場所
の問題や耐震化工事済みの旧図書館の再活用につ
いて、本会議等で質問してきた。
　昨年 11 月に旧図書館が新たな防災倉庫「ＯＺ
Ｕ－ＢＯ」になったが、備蓄物資の現在の管理体
制と供給体制の整備状況について示せ。
答　備蓄物資を順次集約し、災害にも強いクラウ
ドシステムを導入したことで、備蓄状況を的確に
把握できる体制を構築した。併せて、物資の保管
区画を明確化し、入出庫動線を整理することで迅
速かつ正確な仕分、取り出し作業が可能となった。
　供給体制については、災害発生時にＯＺＵ－Ｂ
Ｏを物資集積搬送拠点として運用し、避難所ごと
の物資の必要量を迅速に取りまとめ、災害応急物
資や救援物資の調達、供給が円滑に行える体制を

確立した。
　また、倉庫東面に搬入スペースとシャッターを
備えることでトラックを接車させることができ、
物資の効率的な積み替え作業も可能となっている。
問　大規模災害発災時に想定される各避難所から
の要請や物資の配送・配付についてのシミュレー
ションはできているか。
答　令和８年２月 16 日に災害対策本部開設運営
シミュレーション訓練を実施し、避難所からの要
望を含めた一連の流れを想定した訓練を行い、課
題の洗い出しと手順の確認を行った。
意見　発災直後の混乱時においても、誰が欠けて
も機能する対策本部を構築する必要がある。
　災害発生時には、システム等で情報を的確に整
理する必要があり、訓練時などにシステムの操作
を経験する人員を増やすことも必要だと考える。
　また、隣接の勤労青少年ホームが撤去される際
には、ＯＺＵ－ＢＯの活用に資する整備となるよ
う、熟慮を要望する。
◎その他の質問
・変化を迎える仲よし学級について

問　令和８年度施政方針にある「みんなの居場所
づくり」の推進について具体的に示せ。
答　みんなの居場所づくり事業の実施場所は、校
区別に、旭小学校区で２か所、浜小学校区で１か
所、戎小学校区で３か所、穴師小学校区で２か所、
楠小学校区で１か所で、各事業者の主な実施場所
となっている。
　事業内容は、各事業者の本業のノウハウなどを
活用した特色のある内容となっている。
問　上條、条東、条南小学校区で実施事業者がな
いが、市はどのように考えているか示せ。
答　上條、条東、条南小学校区を実施場所として
予定している事業者からの申請が令和７年度はな
かったが、市域に偏りがなく実施することが望ま
しいと考える。

　居場所づくり事業について、さらなる周知を図
り、現在実施していない校区を実施場所とする事
業者を募るようにしたい。
問　施政方針にある「シニアいきいき給食会」に
ついて詳細を示せ。
答　市内在住の 65 歳以上の高齢者を対象に、小・
中学校施設において、みんなで給食を食べること
で孤食を防ぐとともに、
参加者同士の親睦を図
り、高齢者の社会参加
を促すことを目的とし
て開催し、さらに、介
護予防講座を併せて実
施する予定。
問　高齢者と小・中学校の児童・生徒が触れ合え
るような場面は設定しているのか。
答　令和８年度は考えていないが、市教育委員会
との意見交換や協議を通して検討していくべき今
後の課題と考える。
要望　シニアがいきいきできるまち、それをもう
一度考えて、目指してもらいたい。

野田　悦子
（ 市民未来の会 ）

「みんなが生き生きと心豊かに
     健やかに暮らせるまち」について

丸谷正八郎
（ 市民クラブ ）

防災倉庫「ＯＺＵ－ＢＯ おづぼう」
の活用について



一　般　質　問
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問　令和８年４月から、自転車の交通違反に反則
金を科す青切符制度が導入される。
　信号無視や一時不停止、ながら運転などの違反
が社会問題となる中、自転車が関係する事故も依
然として発生しており、歩行者が被害者となる事
例も見受けられる。
　自転車は幅広い世代が通勤・通学などに利用し
ているが、軽車両であるという法的位置づけや交
通ルールの理解が十分とは言えない状況である。
　青切符制度導入に伴い、市民への丁寧な周知が
必要と考えるが、本市の取り組みや対応は。
答（都市政策部長） 本市では年代別の交通安全教
室や交通安全運動を通じて啓発を実施している。　　　
　また、制度導入を踏まえ、車道通行の原則等の
自転車安全利用五則に基づく自転車の通行ルール

の周知と順守を促す取り組みの実施を考えている。
問　自転車の歩道通行に対する歩行者の不安の声
もあるが、自転車での車道通行に不安を抱く自転
車利用者も少なくない。
　自転車が安全に車道を通行できる「ハード面の
環境整備」も同時に進めることが重要であると考
えるが、本市の整備状況と進捗状況は。
答　未着工の都市計画道路を除くと、計画延長
１万 6,100 メートルのうち１万 4,300 メートル
が整備済で、進捗率は 88.8％。泉大津中央線の
みが残っており、今後の整備について現在検討し
ている。
要望　自転車は身近で利便性が高く、環境負荷の
低減や健康増進に寄与するが、市民一人ひとりが
交通ルールを正しく理解し、歩行者優先の意識を
持つことが前提となる。　
　各世代に応じた啓発の強化とともに、自転車
レーンの整備や適切な維持管理を
進め、歩行者も自転車も互いに安
全を意識できる環境づくりを一層
進めることを強く要望する。

問　本市における通所介護事業所の設置数は。
答（保険福祉部長）令和８年２月１日現在、37
か所ある。
問　全国的に通所介護事業所数は少しずつ減って
きているが、本市の設置数の推移を示せ。
答　介護保険サービスが開始された平成 12 年か
ら 10 年毎の各年４月時点の設置数は、平成 12
年で４か所、平成 22 年で 11 か所、令和２年で
30 か所、近年では令和４年で 33 か所、令和５
年で 35 か所、令和６年で 37 か所となっている。
問　本市では少しずつ事業所が増えているが、事
業所の指定や指導・監督する権限は市にあるのか。
答　指定や指導・監督については、本市と岸和田
市、貝塚市、和泉市、高石市、忠岡町の５市１町
で共同設置している広域事業者指導課が大阪府か

ら事務移譲を受けて担当している。
問　介護保険サービス提供中に利用者や入所者に
事故が発生した場合に介護事業所が市に提出する
事故報告書の過去３年間の提出件数は。
答　令和４年度は 70 件、令和５年度が 47 件、
令和６年度は 53 件、令和７年度は２月末時点で
31 件となっている。
問　事故報告を受けた後、指導や再発防止策の検
証は行われるか。
答　事故の再発防止は、報告書に再発防止につい
ての記載があり、疑義があれば市で内容確認を
行っている。また、広域事業者指導課では、事故
報告書を受けてではなく介護事業所への運営指導
などを計画的に実施している。
要望　事故報告書は、単なる事務手続きではなく、
重要な安全管理ツールで、再発防止に生かしてこ
そ意味がある。広域事業者指導課との連携を強化
し、事業者指導や研修施策の実施を強く要望する。
◎その他の質問　
・会計年度任用職員の任期設定の考え方
・障がいのある方が安心して暮らせるまちづくり

谷野　　司
( 泉大津創志会 ）

丸山　直土
（ 公 明 党 ）

「通所介護事業所の運営状況と
　　　　　　市の関わり」について

自転車の安全安心な
                 利用環境の確保について



一　般　質　問
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問　令和７年度に実施した経営立て直し策を示せ。
答　職員数の減をはじめ委託業務契約の精査、電
気、ガスなど費用全般にわたって削減を行った。
　収益拡大策としては、地域医療連携室を中心に
他医療機関との連携を強化し、紹介患者数の増加
に取り組み、産科病棟における特別個室の利用促
進やＳＮＳを活用した情報発信による認知度向上
を図り、患者数増加に努めてきた。
問　令和８年度予算案では、医業損失、経常損失
ともに多額の赤字を計上しているが、この構造的
赤字についての要因分析は行っているのか。
答　府中病院との再編で、収益面では府中病院が
取りやめるお産を取り込み、分娩数増による増収
で収益構造の転換と黒字化を図ったが、出生数の
減少や小児患者数も回復せず、苦戦している。

　一方で、病床数の減少や機能の縮小に見合った
費用削減も、病院の基準や規制もあって進まず、
この間の人件費や物価高騰がこれに拍車をかける
形で経営を圧迫し、加えて既存の施設等を残した
非効率な運営をしていることにより管理経費の削
減につながらなかったことが大きな要因。
問　構造的要因が重なっているが、経営改善に向
け、さらなる取り組みを充実しなければならない。
　施政方針では、「抜本的な対策を講じる必要が
ある」との認識が示されているが、令和８年度予
算のどの施策に反映されているのか見解を示せ。
答　従来の取り組みの継続だけでは限界が見えて
おり、収支構造の抜本的改善と安定化に向けた対
策が必要だが、具体的な方策や時期は答弁を控え、
関係各所と調整後、改めて示す。
要望　再編統合や機能転換、経費削減などこれま
で可能な限りの取り組みを積み重ねてきた中で、
なお赤字構造が続いている現状を考えれば、すで
に待ったなしの局面であることから、速やかな調
整と市民への説明責任も含めて早期に対応し、し
かるべき時期とタイミングに示すよう要望する。

問　2022 年度に内閣府が実施した調査では、ひ
きこもり状態にある人は15歳～39歳で2.05％、
40 歳～ 64 歳で 2.02％であり、全国の数字に当
てはめると約 146 万人（50 人に１人）と推計さ
れている。ひきこもりに対する本市の見解とひき
こもり支援についての対応は。
答　ひきこもり当事者やその家族が悩みを抱え込
まないように、気軽に相談できる体制を構築した
うえで、当事者に寄り添った適切な支援を行う必
要があると考えている。市民生活応援窓口職員や
コミュニティソーシャルワーカーがひきこもりの
相談に対応している。
問　ひきこもり当事者やその家族が集まる場所は。
答　令和４年度から市民生活応援窓口職員とコ
ミュニティソーシャルワーカーが連携し、当事者
と、当事者家族の交流の場を設けている。

問　昨年 11 月、厚生文教委員会で愛知県東海市
の「ひきこもり支援センター　ほっとプラザ」に
ついて行政視察を行った。東海市では、ひきこも
り当事者やその家族が相談できる常設の場所や自
宅以外の居場所を提供する支援として「ほっとプ
ラザ」を開設し、民間に事業を委託している。視
察を通じて印象に残ったことは、ほっとプラザは

「家族以外の人に頼ることを練習する場所であり、
いつでも開かれた場所」という言葉である。
　本市においても相談支援
や居場所支援をさらに充実
させるために、ほっとプラ
ザのようなひきこもり支援
センターの取り組みを進め
てもらいたいが、考えは。 
答　ひきこもりに関する幅広い事業内容を一律か
つ適正に実施できる委託先を確保できるのか、専
用のスペースをどこにするのか、東海市の事例を
そのまま本市で適用することは現時点では難しい
が、引き続き、ひきこもり支援の充実を目指し、
調査・研究をしていきたいと考える。

池辺　貢三
（ 泉大津創志会 ）

村岡　　均
（ 公 明 党 ）

ひきこもり支援について

令和８年度施政方針（市立周産期小児
医療センター）について

（東海市：ほっとプラザ）
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問　自治体間連携による米の備蓄、流通政策で、
現在は民間企業が介在する形であるが、委託に際
しての公募における公平性を担保する仕組みは。
答　玄米の精米方法について評価基準上の一定の
加点要素は設けているものの、特定の精米方法を
必須要件としておらず公平性は確保されている。
要望　公募に１者しか応募がなかったのは、一括
受託の責任が重過ぎた可能性がある。業務単位で
切り分けして発注する必要もあると感じる。
問　物価高騰で農業連携先の自治体からの調達コ
ストに変動が生じているのか。
答　全体として上昇傾向であるが、農林水産省が
示す令和５年産に対する令和７年産の比率は約
2.3 倍であり、本市の同比率は、有機ＪＡＳ米は
約 1.1 倍、特別栽培米は約 1.7 倍であった。
問　昨年はオンラインやイベント、また自治会を

通じた金芽米の販売が実施されたがその評価は。
答　中間流通への依存を抑え、市民へ直接届ける
流通ルートの有効性を実証できた。
要望　市民の利便性向上のため、小売店にも流通
させるなど多面的な供給体制の検討を要望する。

問　米の熟成保管という技術とは何か。
答　米を適切な環境下で管理することで長期保管
でも品質の維持を可能とし、食味や品質などの価
値向上につながる可能性を有する技術である。
問　この技術は食糧の安定確保という課題にどの
ような解決をもたらし、農家を取り巻く環境をど
う変えていくと期待しているのか。
答 ( 市長 )　熟成保管技術が出てくると、国家の
安全保障である米を増産し、備蓄し、価格を安定
させることができる。また、輸出すれば国力にも
なり農家の安定収入にもつながる。根本から変え
るゲームチェンジャーになり得ると期待する。
要望　このプロジェクトは社会的意義がある事業
だからこそ、持続可能な仕組みの構築を要望する。

問　介護保険給付費のうち本市が負担する金額は。
答　令和６年度は８億 331 万 7,000 円である。
問　介護関係職の有効求人倍率は高いが、離職率
も高い。人材不足の中、介護サービス利用者のＡ
ＤＬ（日常生活動作）が改善すれば、利用者に資
するだけでなく職員の意欲向上にもつながる。
　市民の自立支援やＡＤＬ改善等について見解は。
答　高齢者自身がＡＤＬの維持・改善に取り組む
ことが重要である。介護予防講座等を実施すると
ともに、「元気塾」を開催し、日常生活において
自分でできることを増やす取り組みを行っている。
問　現制度では利用者が介護を卒業した場合等、
事業者は顧客喪失につながる。介護の卒業や要介
護度改善の実績が現れた事業者に対する成果連動
型インセンティブ制度導入への見解は。
答　成果連動型インセンティブ制度導入は、ＡＤ

Ｌの維持・改善や要介護度の改善につながる可能
性があると認識している。改善や効果をどのよう
に図り、評価していくかが重要である。
要望　持続可能な介護保険体制を確立し、生きが
いを感じられる環境整備を求める。

問　令和７年度の広告収入見込額は。
答　広報紙等への広告掲載料等で合計 257 万
3,000 円となっている。
問　家庭用指定ごみ袋への広告掲載制度の現状は。
答　平成 22 年度から 30 年度までは年間約 75 万
円の収入があったが、令和元年度以降実績は無い。
問　庁舎屋上の電光掲示板の活用は。
答　台風で破損したため屋上から撤去したが、利
用可能なモニターは保管しており、屋外用モニ
ターとして有効な活用方法を検討する。
問　ネーミングライツ制度の導入について見解は。
答　有効な手段だが、費用対効果や市民公募によ
る付加価値創出を総合的に判断する必要がある。
要望　税外収入確保のため前向きに調査研究願う。

西條　　徹
（ 大阪維新の会 ）

朝比奈大貴
（ 市民クラブ ）

自治体間農業連携の協定締結について

米の熟成保管技術について

持続可能な介護保険体制の確立

税外収入拡充を含む財源確保の手法
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問　新設をされた防災倉庫であるＯＺＵ－ＢＯ
（おづぼう）は公共施設適正配置基本計画の中に
記載はないが、理由を示せ。
答　防災倉庫として整備された施設はないため、
基本計画に記載はない。
問　旧図書館が防災倉庫になった経緯は。
答　旧教育支援センターの移転・解体に伴い、分
散備蓄していた災害用備蓄物資の移転先が必要と
なり、旧図書館を利活用した。
問　市民に対して意見を聴く機会はあったか。
答　旧図書館を改修して防災倉庫として整備する
ことや防災倉庫の概要など、適宜広報紙等に掲載
することにより、市民に知らせてきた。
問　東港公園への認定こども園誘致の際の住民へ
の周知や意見を聴く機会などについて示せ。

答　公園に隣接する自治会長に、整備内容につい
ての説明を行い、それぞれの自治会での意見を聴
き取り、回覧板での周知、説明資料の全戸配布や
自治会会合での説明と意見聴取を行った。
意見・要望　施設の決め方が行政主導に感じられ
てならない。防災倉庫やこども園を造ることに対
して否定はしない。計画どおりにならない場合や
計画が具体化された際に、市民参画の機会を要望
する。
問　各学校の地域交流ゾーンの利用方法を示せ。
答　旭小学校は勤労青少年ホームに、条東小学校
は北公民館に予約の受け付け、当日鍵の受け渡し、
利用後の返却をしてもらっている。小津中学校は
二次元コードによる鍵管理システムを導入し、鍵
の受け渡しが不要となった。今後も地域交流ゾー
ンがより活用しやすくなるよう努める。
意見　使いやすい施設というのは出入りが自由と
いう側面もある。しかし、希望する日時に活動が
できない問題は、学校として施設を利用され続け
る限り解消しない。教育施設再編計画を一度見直
すべきである。

問　令和７年度予算と比較し、増額された理由は。
答　主な理由としては、桜や桃などを枯死させる
特定外来生物のクビアカツヤカミキリによる被害
防止対策等に要する経費を新たに計上した。
要望　今後、被害拡大が予想されるので、引き続
き注視し、積極的な関わりと情報発信を要望する。

問　令和５年度から予算が増加傾向にあるが状況
を示せ。
答　令和５年度から大阪府が認証する「大阪エコ
農作物」を生産した市内農家に対して補助金を交
付している。また、令和７年度からオーガニック
アカデミー事業を実施している。
意見・要望　エコ農作物推進では、現在の農業従
事者の活性化、オーガニックアカデミー事業では、

新規の就農希望者が本市とつながりを持ち休耕地
の活用にチャレンジする取り組みが理解できた。
　1 人でも多くの新規就農者が市内の休耕地で早
期に農業をスタートさせることに期待する。

問　学校部活動推進事業における「部活動指導員」
と「技術指導者」の仕事内容と役割を示せ。
答　部活動指導員は、部活動顧問としての生徒指
導に係る対応等を行っている。技術指導者は顧問
が作成する部活動計画に従って技術指導を行って
おり、指導者のみで指導や試合の引率はできない。
意見・要望　学校現場では、さまざまなルールや
費用、人材面での制約があり、また、スポーツ等
の英才教育化も進み、部活動の役割も変わってき
ている。こうした背景を保護者や市民が理解する
ことで、地域展開が
スピードアップする
と考える。今の時代
に則した泉大津モデ
ルの構築を要望する。

市民とともに進める
　　公共施設の計画づくりについて

松本　真麗
（ 日本共産党 ）

黒川　俊明
（ 大阪維新の会 ）

一般質問・予算質疑

総務費：環境保全対策事務事業

農林水産業費：農業振興対策事業

教育費：学校部活動推進事業



問　文化財保存活用地域計画策定事業について、
本市としてどのようなビジョンがあるのか、考え
を示せ。
答　地域の歴史や文化財を活用するための人材の
育成や文化遺産を活用したまちづくりは重要であ
ると考えている。地域の誇りと魅力を育むととも
に、文化財の保護を確保しながらも、文化遺産を
活用した地域の活性化を目指し、進めていきたい。
問　本市の文化財といえば、泉穴師神社の木造神
像が挙げられ、令和６年には修理完成記念として
京都国立博物館において、特集展示された。
　この木造神像を適切な保存のうえ、有効活用を
する考えを示せ。
答　泉穴師神社が所有する木造神像は全国的にも
希少な重要文化財であり、その保存と活用は本市

の文化価値を高めるうえで極めて重要である。
　適切な保存を行うためには、専門的知識を持っ
た学芸員による管理と保存環境の整備が欠かせな
いが、現在、十分な活用ができていない状況である。
　今後、活用方法などについて文化財保存活用地
域計画の中で検討していく。
要望　市民のシビック
プライドを育む意味で
も、木造神像を適切に
温湿度管理したうえで
常設展示し、次世代へ
継承していくことを強
く要望する。　　　　　（泉穴師神社　木造神像　主神）

予　算　質　疑
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教育費：文化財保存活用地域計画に
ついて

堀口　陽一
（大阪維新の会）

（泉穴師神社　本殿） （御神木：自然災害遺産）

議会の話題

3 月 20 日（金・祝）3 月 20 日（金・祝）
 第 2 回かがやく未来子ども議会を 第 2 回かがやく未来子ども議会を
開催しました開催しました

小津中学校 誠風中学校 東陽中学校
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の
努
力
を
引
き
続
き
お
願
い
し
、

土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
と
と
も
に
賛
成

と
す
る
。

■
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年

度
末
の
地
方
債
残
高
の
見
込
み
額
が

２
７
７
億
３
７
７
５
万
９
０
０
０
円
あ

り
、今
後
も
物
価
高
騰
や
人
件
費
の
上
昇
、

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
応
な
ど
財
政
需
要

の
増
大
が
見
込
ま
れ
、
将
来
負
担
を
常
に

意
識
し
た
財
政
運
営
を
行
う
べ
き
と
考
え

る
。

　

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保

険
、
介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
各

制
度
の
安
定
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
市

民
負
担
の
増
加
を
で
き
る
限
り
抑
え
る
視

点
を
持
っ
た
運
営
を
求
め
る
。

　

水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
一
定
の

経
営
安
定
が
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、
将
来

世
代
に
課
題
を
先
送
り
し
な
い
計
画
的
な

経
営
を
強
く
求
め
る
。

　

下
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
施
設

の
老
朽
化
対
策
や
耐
震
化
な
ど
、
長
期
的

観
点
に
立
っ
た
戦
略
的
な
経
営
判
断
が
必

要
で
あ
る
。

　

病
院
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
収
益
性

だ
け
で
論
じ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、

市
財
政
に
影
響
す
る
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
市
民
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
理

解
と
納
得
を
得
な
が
ら
、
市
政
運
営
に
取

り
組
む
こ
と
を
強
く
要
望
し
、
す
べ
て
の

予
算
に
賛
成
と
す
る
。　

■
本
市
の
財
政
状
況
は
、
令
和
６
年
度
決

算
に
お
い
て
21
年
連
続
で
実
質
収
支
の
黒

市議会で行われたこと
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反
対
意
見

賛
成
意
見

令和８年度令和８年度
予算審査予算審査

特別委員会委員特別委員会委員

◎丸谷正八郎
○丸山　直土
　池辺　貢三
　井上　信久
　黒川　俊明
　谷野　　司
　堀口　陽一
　村岡　　均
　森下　　巖
　◎は委員長、

　  ○は副委員長

人 

事 

案 

件

第
１
回
定
例
会
で
決
め
た
こ
と

第
１
回
定
例
会
で
決
め
た
こ
と

泉
大
津
市
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改
正
の
件
、

     

令
和
８
年
度
泉
大
津
市
一
般
会
計
補
正
予
算
の
件
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

第
１
回
定
例
会
で

第
１
回
定
例
会
で
決
め
た

決
め
た
こ
と
こ
と



字
確
保
、
ま
た
、
連
結
実
質
収
支
も
13
年

連
続
し
て
黒
字
を
維
持
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
の
行
財
政
改
革
や
財
政
運
営
の
努
力

は
一
定
評
価
す
る
が
、
病
院
事
業
会
計
に

お
い
て
資
金
不
足
比
率
が
生
じ
て
い
る
点

は
、
今
後
の
市
財
政
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
強
い
危

機
意
識
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
、
各
事
業
の
必
要
性
や
効
果
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
厳
格
に
検
証
し
、
選
択
と
集

中
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
市
民
に
対
し

て
財
政
状
況
や
事
業
効
果
を
分
か
り
や
す

く
示
し
、
透
明
性
の
高
い
行
政
運
営
に
努

め
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

　

本
市
が
こ
れ
か
ら
も
持
続
的
に
発
展

し
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
ま
ち
で
あ
る
た
め
に
は
、
健
全
な
財
政

運
営
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
将
来
世
代
を

見
据
え
た
責
任
あ
る
市
政
運
営
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　

今
後
の
予
算
執
行
に
お
い
て
、
よ
り
一

層
の
創
意
工
夫
と
努
力
を
強
く
期
待
し
、

す
べ
て
の
予
算
に
賛
成
と
す
る
。

■
本
市
の
財
政
運
営
は
、
実
質
収
支
、
連

結
実
質
収
支
と
も
長
年
黒
字
を
堅
持
し
て

お
り
、
安
定
し
た
運
営
は
評
価
す
る
が
、

市
債
は
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
数
年
が

か
り
の
大
き
な
教
育
投
資
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
の
教
育
環
境
へ
の
投
資
は
必
要
で
あ

る
と
理
解
す
る
が
、
将
来
の
負
担
増
に
つ

な
が
ら
な
い
よ
う
慎
重
な
管
理
を
求
め

る
。

　

予
算
審
査
で
は
、一
般
会
計
に
お
い
て
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
交
流
人
口
増
加
に
対
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
つ
な
げ
る

こ
と
で
相
乗
効
果
を
生
み
出
す
戦
略
づ
く

り
や
、
穴
師
公
園
の
駐
車
場
整
備
、
部
活

動
の
地
域
展
開
、
重
要
文
化
財
を
後
世
に

引
き
継
ぐ
た
め
の
常
設
展
示
な
ど
を
要
望

し
た
。

　

下
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
民
間

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
官
民
連
携
ウ
ォ
ー

タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
推
進
を
要
望
し
た
。

　

病
院
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
周
産
期

小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
の
経
営
に
対
し
て
将

来
を
見
据
え
た
方
向
性
の
決
断
を
要
望
し

た
。

　

予
算
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
常
に
市

民
目
線
に
立
ち
、
誠
実
か
つ
果
敢
に
市
政

を
け
ん
引
す
る
こ
と
を
要
望
し
、
す
べ
て

の
予
算
に
賛
成
と
す
る
。

■
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
長
年
に
わ
た

り
実
質
収
支
の
黒
字
を
維
持
し
て
い
る

が
、
医
療
施
設
整
備
な
ど
の
影
響
に
よ
り

将
来
負
担
比
率
は
大
き
く
増
加
し
、
今
後

の
財
政
運
営
は
引
き
続
き
慎
重
な
対
応
が

求
め
ら
れ
る
。

　

水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
水
道
本

管
の
更
新
工
事
だ
け
で
な
く
、
災
害
発
生

時
に
指
定
避
難
場
所
と
な
る
重
要
施
設
へ

の
耐
震
管
の
更
新
お
よ
び
広
域
緊
急
輸
送

路
な
ど
の
復
旧
困
難
箇
所
の
更
新
予
定
な

ど
を
確
認
し
た
。

　

病
院
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、周
産
期
・

小
児
医
療
は
、
市
民
の
安
心
と
命
を
守
る

上
で
極
め
て
重
要
な
医
療
分
野
で
あ
り
、

経
営
面
の
課
題
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
地

域
に
必
要
な
医
療
体
制
が
将
来
に
わ
た
り

安
定
的
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
よ
り
一
層

の
取
り
組
み
を
求
め
る
。

　

審
査
の
中
で
意
見
・
要
望
し
た
こ
と
を

前
向
き
に
検
討
し
、
持
続
可
能
な
財
政
運

営
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
両
立
を
図

り
な
が
ら
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、

将
来
に
希
望
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
着

実
に
進
め
る
こ
と
を
期
待
し
、
す
べ
て
の

予
算
に
賛
成
と
す
る
。

　　

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
、
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
病
院
事
業
会
計

に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
、
そ
の
他
の
特

別
会
計
お
よ
び
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
　

　
　

委
員
会
の
録
画
放
送

　
　

は
こ
ち
ら　

→
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採
　
　
決

令和８年度当初予算額令和８年度当初予算額
区　　　分 予算額（千円）

一 般 会 計 39,411,226

特 

別 

会 

計

土 地 取 得 203,085

国 民 健 康 保 険 7,406,591

介 護 保 険 7,389,698

後期高齢者医療 1,516,145

企
業
会
計

水 道 事 業 2,875,022

下 水 道 事 業 5,283,273

病 院 事 業 5,851,589

●１月２３日　　　　　臨海地域整備対策特別委員会
●２月１７日　　　　　厚生文教委員会協議会
●２月１８日　　　　　総務都市委員会協議会
●２月２０日　　　　　議会運営委員会
●２月２４日　　　　　本会議（議案審議）
●３月　３日　　　　　議会運営委員会
●３月　４日、　  ５日　本会議（一般質問）
●３月　９日～１６日　令和８年度予算審査特別委員会
●３月１６日　　　　　議員総会
●３月１８日　　　　　議会運営委員会
●３月１９日　　　　　本会議最終日（議案審議）

議　会　の　動　き　
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

議決
結果

井
上　

信
久

村
岡　
　

均

丸
山　

直
土

大
塚　

英
一

野
田　

悦
子

西
條　
　

徹

黒
川　

俊
明

岡
本　

笑
明

池
辺　

貢
三

村
田　

雅
利

谷
野　
　

司

丸
谷
正
八
郎

朝
比
奈
大
貴

堀
口　

陽
一

森
下　
　

巖

松
本　

真
麗

特別職の職員の給与に関する条例の一部改正
の件 ○ ○ ○ ― × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部改正の件 ○ ○ ○ ― × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × 可決

泉大津市介護保険条例の一部改正の件 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 可決

泉大津市国民健康保険条例の一部改正の件 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 可決

令和８年度泉大津市一般会計予算の件 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 可決
令和８年度泉大津市国民健康保険事業特別会
計予算の件 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 可決

令和８年度泉大津市介護保険事業特別会計予
算の件 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 可決

令和８年度泉大津市後期高齢者医療特別会計
予算の件 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 可決

令和８年度泉大津市病院事業会計予算の件 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 可決

議席番号

議 員 名

賛否の公表賛否の公表
賛否が分かれた議決事件につき
ましては、表のとおりです。

【条例の制定・一部改正】
●泉大津市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例制定の件・・・・・・・・・・可決（全会一致）
●泉大津市附属機関設置条例の一部改正の件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・可決（全会一致）
●泉大津市印鑑登録及び証明に関する条例の一部改正の件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・可決（全会一致）
●一般職の職員の給与に関する条例の一部改正の件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・可決（全会一致）
●泉大津市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正の件・・・・・・・・・・可決（全会一致）
●特別職の職員の給与に関する条例の一部改正の件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・可決（賛成多数）
●議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正の件・・・・・・・・・・・・・・可決（賛成多数）
●泉大津市水道企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正の件・・・・・・・・・・・可決（全会一致）
●泉大津市病院企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正の件・・・・・・・・・・・可決（全会一致）
●泉大津市介護保険条例の一部改正の件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・可決（賛成多数）
●泉大津市国民健康保険条例の一部改正の件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・可決（賛成多数）
●泉大津市火災予防条例の一部改正の件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・可決（全会一致）

【予算】
●令和７年度泉大津市補正予算の件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・可決（全会一致）
　　（一般会計、国民健康保険事業・介護保険事業・後期高齢者医療特別会計、水道事業会計）
●令和８年度泉大津市当初予算の件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・可決（賛成多数）
　　（一般会計、国民健康保険事業・介護保険事業・後期高齢者医療特別会計、病院事業会計）
●令和８年度泉大津市当初予算の件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・可決（全会一致）
　　（土地取得事業特別会計、水道・下水道事業会計）

【その他の議案】
●二田・寿市営住宅集約建替事業請負契約の一部変更の件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・可決（全会一致）
●大阪広域水道企業団の共同処理する事務の変更及び
　これに伴う大阪広域水道企業団規約の変更に関する協議の件・・・・・・・・・・・・・・・・・可決（全会一致）
●第４次泉大津市男女共同参画推進計画を定める件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・可決（全会一致）
●動産買入れの件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・可決（全会一致）
●教育委員会委員の任命について同意を求める件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・同意（全会一致）
●固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求める件・・・・・・・・・・・・・・・・・同意（全会一致）

【報告】
●専決処分報告の件（令和７年度泉大津市一般会計補正予算の件）（報告第１号）・・・・・・・・・承認（全会一致）
●専決処分報告の件（令和７年度泉大津市一般会計補正予算の件）（報告第 2 号）・・・・・・・・・承認（全会一致）
●令和６年度健全化判断比率報告の件  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 報告
●令和６年度資金不足比率報告の件  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 報告

第１回定例会での議決結果一覧第１回定例会での議決結果一覧

※議長（大塚英一）は表決に参加しないため、表決結果は―になっています。　　　　　　　表の見方　○：賛成　×：反対　　


